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１章　式と証明
【p. 4】　1　 3次式の展開と因数分解
1　⑴　≈3+9≈2+27≈+27

　⑵　≈3-6≈2¥+12≈¥2-8¥3

　⑶　8≈3+36≈2¥+54≈¥2+27¥3

　⑷　27a3-54a2b+36ab2-8b3

2　⑴　≈3+1　　⑵　a3-8

　⑶　8a3+b3 ⑷　27≈3-64¥3

3　⑴　(≈+1)3　　⑵　(a-2b)3

4　⑴　(a+2)(a2-2a+4)

　⑵　(≈-1)(≈2+≈+1)

　⑶　(2≈+3¥)(4≈2-6≈¥+9¥2)

　⑷　-(3a-4)(9a2+12a+16)

【p. 5】
5　類題　⑴　(2≈+¥)(2≈-¥)

　　*(4≈2+2≈¥+¥2)(4≈2-2≈¥+¥2)

　⑵　(a-1)(a+3)(a2+a+1)(a2-3a+9)

6　⑴　8(a+2b)(a2-2ab+4b2)

　⑵　a(a-3b)(a2+3ab+9b2)

　⑶　(≈¥-z)(≈2¥2+≈¥z+z2)

　⑷　(a+b+2c)(a2+b2+4c2+2ab-2bc-2ca)

　⑸　(≈-1)2(≈2+≈+1)2

　⑹　(≈+¥+1)(≈2+¥2-≈¥-≈+2¥+1)

7　⑴　≈2+¥2=(≈+¥)2-2≈¥

 =(-2)2-2*(-1)=6

　⑵　≈3+¥3=(≈+¥)3-3≈¥(≈+¥)

 =(-2)3-3*(-1)*(-2)=-14

　⑶　≈6+¥6=(≈3+¥3)2-2≈3¥3=(≈3+¥3)2-2(≈¥)3

 =(-14)2-2*(-1)3=198

8　a3+b3+c3-3abc

　=(a+b)3-3ab(a+b)+c3-3abc

　=(a+b)3+c3-3ab(a+b+c)

　=(a+b+c){(a+b)2-c(a+b)+c2}

　　-3ab(a+b+c)

　=(a+b+c){(a+b)2-c(a+b)+c2-3ab}

　=(a+b+c)(a2+b2+c2-ab-bc-ca)

【p. 6】　2　二項定理
9　⑴　(≈+2)5=5C0 ≈

5+5C1 ≈
4·2+5C2 ≈

3·22

　　　+5C3 ≈
2·23+5C4 ≈·24+5C52

5

　　=≈5+10≈4+40≈3+80≈2+80≈+32

　⑵　(≈-1)6=6C0 ≈
6+6C1 ≈

5(-1)1+6C2 ≈
4(-1)2

　　　+6C3 ≈
3(-1)3+6C4 ≈

2(-1)4+6C5 ≈(-1)5

　　　+6C6(-1)6

　　=≈6-6≈5+15≈4-20≈3+15≈2-6≈+1

　⑶　(2≈+¥)4=4C0(2≈)4+4C1(2≈)3¥

　　　+4C2(2≈)2¥2+4C32≈¥3+4C4 ¥
4

　　=16≈4+32≈3¥+24≈2¥2+8≈¥3+¥4

　⑷　(≈+
¥
2 )

5

=5C0 ≈
5+5C1 ≈

4·
¥
2

+5C2 ≈
3( ¥

2 )
2

　　　+5C3 ≈
2( ¥

2 )
3

+5C4 ≈( ¥
2 )

4

+5C5( ¥
2 )

5

　　=≈5+
5
2

 ≈4¥+
5
2

 ≈3¥2+
5
4

 ≈2¥3+
5
16

 ≈¥4+
¥5

32

10　⑴　一般項は  5Cr(3≈)5-r2r

　5-r=2  とすると，r=3

　よって，≈2  の係数は，5C33
223=720

⑵　一般項は  8Cr ≈
8-r(-

1
3 )

r

　8-r=4  とすると，r=4

　よって，≈4  の係数は，8C4(-
1
3 )

4

=
70
81

⑶　一般項は  7Cr(2≈)7-r(3¥)r

　r=4  の場合で，係数は，7C42
334=22680

⑷　一般項は
　6Cr(≈2)6-r(-2¥)r=6Cr(-2)r≈12-2r¥r

　r=2  の場合で，係数は，6C2(-2)2=60

11　⑴　a6+6a5b+15a4b2+20a3b3+15a2b4

　　+6ab5+b6

　⑵　≈8-8≈7¥+28≈6¥2-56≈5¥3+70≈4¥4

　　-56≈3¥5+28≈2¥6-8≈¥7+¥8

12　⑴　一般項は  
6 !

p ! q ! r !
 apbqcr

　p=2，q=3，r=1  の場合で，

　係数は， 6 !
2 ! 3 ! 1 !

 =60

⑵　一般項は， 7 !
p ! q ! r !

 1p(2a)q(3b)r

　q=2，r=3，p=7-2-3=2  の場合で，

　係数は， 7 !
2 ! 2 ! 3 !

 2233=22680

【p. 7】
13　類題　一般項は

10 !
p ! q ! r !

 1p≈q(≈2)r=
10 !

p ! q ! r !
 ≈q+2r

≈の係数は，0以上の整数  p，q，r  が
p+q+r=10，q+2r=1  を満たす場合で，

よって，求める係数は， 10 !
9 ! 1 ! 0 !

=10

また，≈4  の係数は，0以上の整数  p，q，r  が
p+q+r=10，q+2r=4  を満たす場合で，
(p，q，r)=(6，4，0)，(7，2，1)，(8，0，2)

よって，求める係数は，
10 !

6 ! 4 ! 0 !
+

10 !
7 ! 2 ! 1 !

+
10 !

8 ! 0 ! 2 !
=615

14　⑴　二項定理の公式で  a=1，b=≈  とおくと，
　(1+≈)n=nC0+nC1 ≈+nC2 ≈

2+……+nCn ≈
n

   ……①
　①に  ≈=1  を代入すると，
　nC0+nC1+nC2+……+nCn=2n

⑵　①に  ≈=-1  を代入すると，
　nC0-nC1+nC2-……+(-1)n

nCn=0

⑶　二項定理の公式で，a=2，b=-1  とすると，

【p . 4】

【p . 6】

章第 1 式と証明
1 3次式の展開と因数分解
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　(2-1)n=nC02
n+nC12

n-1(-1)1

　+nC22
n-2(-1)2+……+nCn(-1)n

　よって，2n
nC0-2n-1

nC1+2n-2
nC2-……

　+(-1)n
nCn=1

⑷　knCk=k· 
n !

(n-k)! k !
=

n !
(n-k)!(k-1)!

　=n· 
(n-1)!

{(n-1)-(k-1)}!(k-1)!
=nn-1Ck-1

　よって，nC1+2nC2+3nC3+……+nnCn

　=nn-1C0+nn-1C1+nn-1C2+……+nn-1Cn-1

　=n(n-1C0+n-1C1+n-1C2+……+n-1Cn-1)

　ここで，(　)の中の式は，⑴の等式でnが
n-1  の場合だから，2n-1  と等しい。

　ゆえに，
　nC1+2nC2+3nC3+……+nnCn=n·2n-1

15　⑴　一般項は  7Cr(3≈2)7-r(-¥)r

　=7Cr3
7-r(-1)r·≈14-2r¥r

　≈8¥3  の係数は，r=3  の場合で，
　7C33

4(-1)3=-2835

　逆に，係数が  21=7·3  となるのは，
　7Cr=7，37-r=3  の場合だから，r=6

　よって，¥の次数は6

⑵　一般項は，5Cr(2≈)5-r(-¥)r*7Cs ≈
7-szs

　=5Cr·7Cs2
5-r(-1)r≈5-r+7-s¥rzs

　≈5¥3z4  の係数は，r=3，s=4  の場合で，
　5C3·7C42

2(-1)3=-1400

16　⑴　一般項は

　12Cr(2≈)12-r(-
1
≈3)

r

=12Cr2
12-r(-1)r≈12-4r

　ここで，12-4r=7  を満たす整数rはない。
　したがって，≈7  の項は存在しない。
　次に，12-4r=8  とすると，r=1

　よって，≈8  の係数は，12C12
11(-1)1=-24576

⑵　一般項は

　 7 !
p ! q ! r !

 1p(2a2)q( 3
a )

r

=
7 ! 2q3r

p ! q ! r !
 a2q-r

　aの係数は，0以上の整数  p，q，r  が
　p+q+r=7，2q-r=1  を満たす場合で，
　(q，p，r)=(5，1，1)，(2，2，3)

　よって，求める係数は

　 7 ! 2131

5 ! 1 ! 1 !
+

7 ! 2233

2 ! 2 ! 3 !
=22932

【p. 8】　3　整式の除法
17　⑴　4≈2z ⑵　-6ab

　⑶　-4≈2+3≈+5　　⑷　2a2-4a-1

18　⑴　商  ≈-1，余り  0

⑵　商  2≈2+3≈+3，余り  7

⑶　商  2≈-2，余り  ≈-7

⑷　商  2≈-1，余り  -5≈+2

⑸　商  ≈-3，余り  11≈-2

⑹　商  ≈+2，余り  -≈-5

19　⑴　商  ≈2-≈-1，余り  -2

⑵　商  ≈2-4≈+6，余り  -5

⑶　商  2≈2-3≈+1，余り  -1

⑷　商  2≈2+≈-3，余り  -4

【p. 9】
20　類題　{2≈3+7≈2+5≈-6-(-4)}

　÷(2≈2+3≈-1)=≈+2

21　⑴　-6a2-10b2　　⑵　2b-4a

22　⑴　商  ≈+1，余り  6

⑵　商  ≈2+4，余り  -16

⑶　商  5≈2-10≈+35，余り  -103≈+111

⑷　商  ≈4-≈3+≈-1，余り  1

23　⑴　≈2-a≈-a2

　⑵　≈+3¥-2

24　⑴　P=(≈+1)(2≈2-≈+1)+5

　=2≈3+≈2+6

⑵　P=(6≈3+11≈2-≈+8-11)÷(3≈2+7≈+3)

　=2≈-1

⑶　{≈4-7≈3+5≈-3-(9≈+13)}÷(≈2-≈+2)

　=≈2-6≈-8

25　≈4+a≈2+b≈+1=(≈-1)2(≈2+2≈+a+3)

+(2a+b+4)≈-(a+2)

となるので，2a+b+4=0  かつ  a+2=0

よって，a=-2，b=0

【p. 10】　4　分数式の計算

26　⑴　 b
3a

　　⑵　 2a2+4b2

3a

　⑶　2≈-2

27　⑴　2b2c ⑵　 ≈+1
(≈+2)(≈-3)

　⑶　 a+1
2(a-1)

　　⑷　 ≈+1
≈-1

28　⑴　≈+1　　⑵　 4
(≈-2)(≈+2)

⑶　与式=
1

≈(≈-2)
-

1
(≈-2)(≈+1)

　=
≈+1-≈

≈(≈-2)(≈+1)
=

1
≈(≈-2)(≈+1)

⑷　与式=
≈+1

(3≈+1)(≈-1)
+

2≈+1
(3≈+1)(≈+1)

　=
(≈+1)2+(2≈+1)(≈-1)

(3≈+1)(≈-1)(≈+1)
=

≈
(≈-1)(≈+1)

【p. 11】

29　類題　⑴　 1
≈+2

-
1

≈+3
-

1
≈+4

+
1

≈+5

　=
1

(≈+2)(≈+3)
-

1
(≈+4)(≈+5)

　=
(≈+4)(≈+5)-(≈+2)(≈+3)
(≈+2)(≈+3)(≈+4)(≈+5)

　=
2(2≈+7)

(≈+2)(≈+3)(≈+4)(≈+5)

⑵　 ≈
≈+1

+
≈+2
≈+3

-
≈-3
≈-2

-
≈-5
≈-4

　=(1-
1

≈+1)+(1-
1

≈+3)-(1-
1

≈-2)

【p . 8】

【p . 10】

3 整式の除法

4 分数式の計算
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　√a-b >0，√ a -√ b >0  だから
　(√a-b  )2-(√ a -√ b  )2=a-b-a-b+2√ab 

　=2√ab -2b=2√ b (√ a -√ b  )>0

　よって，(√a-b  )2>(√ a -√ b  )2

　したがって，√a-b >√ a -√ b

⑵　|≈|+|¥|≥0，|≈+¥|≥0  だから，
　(|≈|+|¥|)2-(|≈+¥|)2

　=≈2+2|≈||¥|+¥2-≈2-2≈¥-¥2

　=2(|≈¥|-≈¥)≥0　(|≈¥|≥≈¥  より)

　よって，(|≈|+|¥|)2≥(|≈+¥|)2

　したがって，|≈|+|¥|≥|≈+¥|

　等号は，≈¥≥0  のとき成り立つ。
【p. 17】
56　類題　a2+b2-a(b+1)-b+1

=a2-(b+1)a+b2-b+1

=a2-(b+1)a+(b+1
2 )

2

-(b+1
2 )

2

+b2-b+1

=(a-
b+1

2 )
2

+
3(b-1)2

4
≥0

よって，a2+b2≥a(b+1)+b-1

等号は，a-
b+1

2
=0  かつ  b=1  のとき，すなわち，

a=1，b=1  のとき成り立つ。
57　⑴　≈2+2≈¥+¥2+¥2=(≈+¥)2+¥2≥0

　等号は，≈=¥=0  のとき成り立つ。
⑵　≈2+¥2-2(≈-¥-1)

　=(≈2-2≈+1)+(¥2+2¥+1)

　=(≈-1)2+(¥+1)2≥0

　よって，≈2+¥2≥2(≈-¥-1)

　等号は，≈=1，¥=-1  のとき成り立つ。
⑶　(a+b+c)2-4(ab+bc)

　=a2+b2+c2-2ab-2bc+2ca

　=a2-2(b-c)a+(b-c)2

　=(a-b+c)2≥0

　よって，(a+b+c)2≥4(ab+bc)

　等号は，a-b+c=0  のとき成り立つ。
⑷　(a2+b2+c2)(≈2+¥2+z2)-(a≈+b¥+cz)2

　=(a2¥2-2ab≈¥+b2≈2)+(c2≈2-2ac≈z+a2z2)

　　+(c2¥2-2bc¥z+b2z2)

　=(a¥-b≈)2+(c≈-az)2+(c¥-bz)2≥0

　よって，
　(a2+b2+c2)(≈2+¥2+z2)≥(a≈+b¥+cz)2

　等号は， ≈
a

=
¥
b

=
z
c

  のとき成り立つ。

58　a>0，b>0，c>0  である。
⑴　(相加平均)≥(相乗平均)  であるから
　a+b≥2√ab   ……①　b+c≥2√bc   ……②
　a+c≥2√ac   ……③
　①，②，③の辺々をかけて，
　(a+b)(b+c)(a+c)≥8√a2b2c2

　よって，(a+b)(b+c)(c+a)≥8abc

　等号は，a=b=c  のとき成り立つ。
⑵　(√ a +√ b  )2-(√a+b  )2=2√ab >0

　よって，(√ a +√ b  )2>(√a+b  )2  であり
　√ a +√ b >0，√a+b >0  より
　√ a +√ b >√a+b 

⑶　(a+
1
b )(b+

1
a )-4

　=ab+
1
ab

-2=(√ab -
1

√ab )
2

≥0

　よって，(a+
1
b )(b+

1
a )≥4

　等号は，ab=1  のとき成り立つ。
⑷　(√2(a+b)  )2-(√ a +√ b  )2

　=2a+2b-a-b-2√ab =(√ a -√ b  )2≥0

　√2(a+b) >0，√ a +√ b >0  より，
　√ a +√ b ≤√2(a+b)

　等号は，a=b  のとき成り立つ。
59　⑴　a≥2，b≥2  より

　a-1≥1，b-1≥1　辺々かける。
　(a-1)(b-1)≥1　ab-(a+b)+1≥1

　よって，ab≥a+b

　等号は，a=2，b=2  のとき成り立つ。
⑵　a>0，b>0，a+b=1  のとき
　a≈2+b¥2-(a≈+b¥)2

　=(a-a2)≈2+(b-b2)¥2-2ab≈¥

　=a(1-a)≈2+b(1-b)¥2-2ab≈¥

　=ab≈2+ab¥2-2ab≈¥=ab(≈-¥)2≥0

　よって，a≈2+b¥2≥(a≈+b¥)2

　等号は，≈=¥  のとき成り立つ。
⑶　(|a|+|b|+|c|)2-(|a+b+c|)2

　=a2+b2+c2+2|a||b|+2|b||c|+2|c||a|

　　-a2-b2-c2-2ab-2bc-2ca

　=2(|ab|-ab)+2(|bc|-bc)+2(|ca|-ca)≥0

　よって，|a+b+c|≤|a|+|b|+|c|

　等号は，a，b，c  が同符号のとき成り立つ。
60　a>0，b>0，c>0  より

( a+b+c
3

 )
2

-(√ a +√ b +√ c
3 )

2

=
a+b+c

3
-

a+b+c+2√ab +2√bc +2√ca
9

=
1
9

(2a+2b+2c-2√ab -2√bc -2√ca  )

=
1
9

{(√ a -√ b  )2+(√ b -√ c  )2+(√ c -√ a  )2}

≥0

よって，( a+b+c
3

 )
2

≥(√ a +√ b +√ c
3 )

2

したがって， a+b+c
3

≥
√ a +√ b +√ c

3

等号は，a=b=c  のとき成り立つ。
【p. 18】　章末問題
1　⑴　a6-64=(a3)2-82

　=(a3+8)(a3-8)

【p . 18】 章末問題
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　=(a+2)(a2-2a+4)(a-2)(a2+2a+4)

　=(a+2)(a-2)(a2+2a+4)(a2-2a+4)

⑵　≈3+¥3+3≈¥-1=≈3+¥3+(-1)3-3≈¥·(-1)

　=(≈+¥-1){≈2+¥2+(-1)2-≈¥-¥·(-1)

　　-(-1)≈}

　=(≈+¥-1)(≈2+¥2-≈¥+≈+¥+1)

2　⑴　≈2+
1
≈2 =(≈+

1
≈ )

2

-2

 =(-3)2-2=7

⑵　≈3+
1
≈3 =(≈+

1
≈ )

3

-3(≈+
1
≈ )

 =(-3)3-3·(-3)=-18

3　⑴　二項定理により，
　{1+(-1)}2n=2nC01

2n+2nC11
2n-1(-1)

　+2nC21
2n-2(-1)2+……+2nC2n-11·(-1)2n-1

　+2nC2n(-1)2n

　すなわち，
　0=2nC0-2nC1+2nC2-……-2nC2n-1+2nC2n

　よって，2nC0+2nC2+……+2nC2n

　=2nC1+2nC3+……+2nC2n-1

⑵　二項定理により，
　(1+1)2n=2nC0+2nC1+2nC2+……+2nC2n

　したがって，
　4n=(2nC0+2nC2+……+2nC2n)

　+(2nC1+2nC3+……+2nC2n-1)

　⑴を利用すると，
　4n=2(2nC0+2nC2+……+2nC2n)

　よって， 2nC0+2nC2+……+2nC2n

4n =
1
2

4　⑴　商　≈+3¥+2，余り　0

⑵　{3≈4-5≈2+1-(8≈+6)}÷(3≈2-3≈-5)

　=≈2+≈+1　よって，P=≈2+≈+1

5　⑴　与式=
(≈+2)(≈+3)
(≈+2)(≈-2)

*
(6≈+1)(≈-2)
(≈+3)(≈-1)

　　÷
≈(6≈+1)

(≈-1)(≈-3)

　=
(≈+2)(≈+3)*(6≈+1)(≈-2)*(≈-1)(≈-3)

(≈+2)(≈-2)*(≈+3)(≈-1)*≈(6≈+1)

　=
≈-3
≈

⑵　与式=
2

(2≈+1)(≈-4)
-

4
(2≈+1)(3≈-2)

　　-
1

(3≈-2)(≈-4)

　=
2(3≈-2)-4(≈-4)-(2≈+1)

(2≈+1)(≈-4)(3≈-2)

　=
11

(2≈+1)(≈-4)(3≈-2)

6　⑴　数値代入法を用いる。
　≈=0  のとき，37=-27+9a-3b+c

　≈=1  のとき，21=-8+4a-2b+c

　≈=3  のとき，7=c

　よって，a=8，b=5，c=7

⑵　数値代入法を用いる。
　≈=1  のとき　1=a

　≈=2  のとき　8=a+b

　≈=3  のとき　27=a+2b+2c

　≈=0  のとき　0=a-b+2c-6d

　a=1，b=7，c=6，d=1

7　⑴　¥=1-≈  のとき，
　左辺=≈2+≈+(1-≈)(2-≈)

　　　=2≈2-2≈+2

　右辺=2-2≈(1-≈)=2≈2-2≈+2

　よって，左辺=右辺

⑵　a：b=c：d  より， a
c

=
b
d

　 a
c

=
b
d

=k  とおくと，a=ck，b=dk

　左辺=
c2k2-d 2k2

cdk2 =
c2-d 2

cd
=右辺

8　 ≈+¥
2

=
¥+z

3
=

z+≈
7

=k  とおくと，

≈+¥=2k  ……①　¥+z=3k  ……②
z+≈=7k  ……③
①，②，③より  ≈=3k，¥=-k，z=4k

よって，≈：¥：z=3：（-1）：4

9　⑴　2≈2+8≈¥+9¥2=2(≈+2¥)2+¥2≥0

　等号は，≈=¥=0  のとき成り立つ。
⑵　≈4+¥4-≈3¥-≈¥3=≈3(≈-¥)-¥3(≈-¥)

　=(≈-¥)(≈3-¥3)=(≈-¥)2(≈2+≈¥+¥2)  ……①

　≈2+≈¥+¥2=(≈+
¥
2 )

2

+
3¥2

4
≥0  となるので

　①については  (≈-¥)2(≈2+≈¥+¥2)≥0

　よって，≈4+¥4≥≈3¥+≈¥3

　等号は，≈=¥  のとき成り立つ。
⑶　(≈4+¥4)(≈2+¥2)-(≈3+¥3)2

　=≈6+≈4¥2+≈2¥4+¥6-≈6-2≈3¥3-¥6

　=≈4¥2-2≈3¥3+≈2¥4

　=≈2¥2(≈2-2≈¥+¥2)=≈2¥2(≈-¥)2≥0

　等号は，≈=¥  のとき成り立つ。
⑷　a2+b2+2-2a-2b

　=(a2-2a+1)+(b2-2b+1)

　=(a-1)2+(b-1)2≥0

　等号は，a=1，b=1  のとき成り立つ。
【p. 19】
10　≈3+a≈2+b≈+6

=(≈2+≈+2)(≈+a-1)+(b-a-1)≈+(8-2a)

割り切れるので，b-a-1=0  かつ  8-2a=0

よって，a=4，b=5

11　a3+b3=c3k  ……①　　b3+c3=a3k  ……②
c3+a3=b3k  ……③
①+②+③  より，
2(a3+b3+c3)=k(a3+b3+c3)  ……④
④において，
・a3+b3+c3—0  のとき，k=2
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・a3+b3+c3=0  のとき，a3+b3=-c3

これを①へ代入すると，-c3=c3k

よって，c—0  であるから，
両辺  c3  で割って，k=-1

12　≈=
(√ 3 +1)2

(√ 3 -1)(√ 3 +1)
=

4+2√ 3
2

=2+√ 3

(≈-2)2=(√ 3  )2  より，≈2-4≈+1=0

2≈3-9≈2+10≈+8

=(≈2-4≈+1)(2≈-1)+4≈+9

=4(2+√ 3  )+9=17+4√3
13　⑴　a+b=1  より，b=1-a

　a3+b3=a3+(1-a)3

 =a3+1-3a+3a2-a3

 =3a2-3a+1

　1-3ab=1-3a(1-a)

 =3a2-3a+1

　よって，a3+b3=1-3ab

⑵　¥+z=-≈，≈+z=-¥，≈+¥=-z  より，
　¥z(¥2-z2)+z≈(z2-≈2)+≈¥(≈2-¥2)

　=¥z(¥+z)(¥-z)+z≈(z+≈)(z-≈)

　　+≈¥(≈+¥)(≈-¥)

　=-¥z≈(¥-z)-z≈¥(z-≈)-≈¥z(≈-¥)

　=-≈¥2z+≈¥z2-≈¥z2+≈2¥z-≈2¥z+≈¥2z

　=0

14　⑴　a3+b3-ab(a+b)

　=a3+b3-a2b-ab2

　=a2(a-b)-b2(a-b)=(a-b)(a2-b2)

　=(a-b)(a+b)(a-b)

　=(a+b)(a-b)2≥0

　よって，a3+b3≥ab(a+b)

　等号は，a=b  のとき成り立つ。

⑵　(a+
2
b )( 8

a
+b)=8+2+ab+

16
ab

　≥10+2 ab· 
16
ab

=10+2√16 =18

　よって，(a+
2
b )( 8

a
+6)≥18

　等号は，ab=4  のとき成り立つ。
⑶　a≈2+b¥2+cz2-(a≈+b¥+cz)2

　=a≈2+b¥2+cz2-(a2≈2+b2¥2+c2z2

　　+2ab≈¥+2bc¥z+2caz≈)

　=a(1-a)≈2+b(1-b)¥2+c(1-c)z2

　　-2ab≈¥-2bc¥z-2caz≈

　=a(b+c)≈2+b(c+a)¥2+c(a+b)z2

　　-2ab≈¥-2bc¥z-2caz≈

　=ab(≈2-2≈¥+¥2)+bc(¥2-2¥z+z2)

　　+ca(z2-2z≈+≈2)

　=ab(≈-¥)2+bc(¥-z)2+ca(z-≈)2≥0

　よって，a≈2+b¥2+cz2≥(a≈+b¥+cz)2

　等号は，≈=¥=z  のとき成り立つ。
15　⑴　|a|<1，|b|<1  より，

　-1<a<1，-1<b<1

　ab+1-(a+b)=(1-a)(1-b)>0

　よって，ab+1>a+b

⑵　|ab|<1，|c|<1  であるから⑴におけるaを
ab  に，bをcに置き換えると，

　(ab)·c+1>(ab)+c

　よって，abc+1>ab+c

　両辺に1を加えて，abc+2>ab+c+1

　よって，abc+2>ab+c+1>a+b+c

　となり，成り立つ。
16　|b-c|<a  より，a>0  である。

-a<b-c<a，c-a<b<a+c  ……①
また，a<b+c  より，a-c<b  ……②
①，②より，|a-c|<b<a+c  が成り立つ。
つぎに，|b-c|<a  より，-a<b-c<a

両辺に -1 をかけて，a>c-b>-a

両辺にbを加えて，a+b>c>b-a

a<b+c  より，c>a-b

よって，|b-a|<c<b+a  が成り立つ。
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２章　複素数と方程式
【p. 20】　8　複素数
1　⑴　3i　　⑵　√ 2 i　　⑶　4√ 2 i

2　⑴　±i　　⑵　±2i　　⑶　±√10 i

3　⑴　≈=3，¥=2

　⑵　(≈-2¥)+(2≈+¥)i=3+i  より，
　　≈=1，¥=-1

4　⑴　5+2i ⑵　5+5i

　⑶　-2-3i　　⑷　i

【p. 21】
5　類題　a+b=1，ab=1  より

　与式=
(a+b)3-3ab(a+b)

ab
=

13-3·1·1
1

=-2

6　⑴　25　　⑵　4+25i 2-20i=-21-20i

　⑶　1+3i+3i 2+i 3=1+3i-3-i=-2+2i

　⑷　 (2+√ 2 i)(1-√ 2 i)

(1+√ 2 i)(1-√ 2 i)
=

2-2i 2-√ 2 i
1-2i 2

　　=
4-√2i

3

　⑸　9-6√ 2 i+2i 2-15+5√ 2 i=-8-√2i

　⑹　 (4-i)2-(4+i)2

(4+i)(4-i)
=

8(-2i)
16-i 2

=-
16
17

 i

7　⑴　a=3-2i  より，a+a=6

　⑵　aa=(3+2i)(3-2i)=9-4i 2=13

8　⑴　5≈+¥-1=0，≈-¥-11=0  を解いて，
　≈=2，¥=-9

⑵　(-≈+2¥+5)+(≈-¥-1)i=0

　-≈+2¥+5=0，≈-¥-1=0

　これを解いて，≈=-3，¥=-4

9　2a-1=√ 7 i　平方して，a2-a+2=0

　与式=(a2-a+2)(a2+2a+1)+(-3a-2)

　　　=-3· 
1+√ 7 i

2
-2=

-7-3√7i
2

【p. 22】　9　 2次方程式

10　⑴　≈=
-1±√ 5

2
　　⑵　≈=

5±√17
2

　⑶　≈=-2±√ 6 i ⑷　≈=
-1±√ 6

5

　⑸　≈=
3±√23

2
 ⑹　≈=

5±√23 i
6

11　⑴　D=5>0  より，異なる2つの実数解
　⑵　D=-7<0  より，異なる2つの虚数解

　⑶　 D
4

=7>0  より，異なる2つの実数解

　⑷　D
4

=0  より，重解

12　⑴　≈2-4≈+a=0

　 D
4

=(-2)2-1·a=4-a

　D>0  より，4-a>0　よって，a<4

⑵　3≈2+6≈+2-a=0

　 D
4

=32-3·(2-a)=3a+3

　D<0より，3a+3<0　よって，a<-1

【p. 23】
13　類題　与式を≈についてまとめると，

(a+3)≈2+(2a+1)≈+2a+1=0　(a—-3)

重解をもつので判別式  D=0  より，
D=(2a+1)2-4(a+3)(2a+1)=0

4a2+24a+11=0　(2a+1)(2a+11)=0

a=-
1
2
，-

11
2

  のとき，重解  ≈=-
2a+1

2(a+3)

a=-
1
2

  のとき  ≈=0，a=-
11
2

  のとき  ≈=-2

14　⑴　≈=
-3±√ 5 i

2
　　⑵　≈=

2±√19
3

　⑶　≈=
3±√33

2
 ⑷　≈=

√ 2
2

15　⑴　判別式  D=(-3)2-4·3(4-k2)

 =3(4k2-13)>0  より，
　(2k+√13  )(2k-√13  )>0

　よって，k<-
√13
2
，√13

2
<k

⑵　判別式  D=k2+4(k-3)=0  より，
　(k+6)(k-2)=0　よって，k=-6，2

⑶　判別式  
D
4

=（-2）2-2·k<0  より，k>2

16　⑴　≈2-5≈-3a+1=0

　D=(-5)2-4·1·(-3a+1)=12a+21

　D>0  のとき，

　 すなわち，a>-
7
4

  のとき，異なる2つの実数

解
　D=0  のとき

　すなわち，a=-
7
4

  のとき，重解

　D<0  のとき

　 すなわち，a<-
7
4

  のとき，異なる2つの虚数

解
⑵　2≈2+(a-3)≈+3-a=0

　D=(a-3)2-4·2(3-a)=(a-3)(a+5)

　D>0  のとき，すなわち
　a<-5，3<a  のとき，異なる2つの実数解
　D=0  のとき，すなわち
　a=-5，3  のとき，重解
　D<0  のとき，すなわち
　-5<a<3  のとき，異なる2つの虚数解

17　a2+b2=c  とおいて，≈についてまとめると，
≈2-(m+3)≈+(cm+2)=0

すべての m に対して実数解をもつので，
判別式  D1≥0  より，
D1=(m+3)2-4(cm+2)≥0

m2-2(2c-3)m+1≥0

【p . 20】

【p . 22】

1 複素数

2 2次方程式

章第 2 複素数と方程式
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これがすべての m の値について成り立つには，

判別式  
D2

4
=(2c-3)2-1≤0

よって，1≤c≤2

ゆえに，1≤a2+b2≤2

【p. 24】　10　解と係数の関係
18　⑴　(和)-2，(積)3

　⑵　(和)
5
2
，(積)-

7
2

19　⑴　a+b=
3
2

⑵　ab=-2  より，

　a2+b 2=(a+b)2-2ab=( 3
2 )

2

-2(-2)=
25
4

⑶　(a-b)2=(a+b)2-4ab=( 3
2 )

2

-4(-2)

 =
41
4

20　⑴　≈2-(2-4)≈+2(-4)=0  より，
　≈2+2≈-8=0

⑵　≈2-(1+√ 5 +1-√ 5  )≈

　+(1+√ 5  )(1-√ 5  )=0  より，
　≈2-2≈-4=0

⑶　≈2-(3+i+3-i)≈+(3+i)(3-i)=0  より，
　≈2-6≈+10=0

21　a+b=2，ab=
1
2

⑴　≈2-(-a-b)≈+(-a)(-b)=0

　≈2+(a+b)≈+ab=0

　≈2+2≈+
1
2

=0

　よって，2≈2+4≈+1=0

⑵　≈2-(a+b+ab)≈+ab(a+b)=0

　≈2-(2+
1
2 )≈+2· 

1
2

=0

　よって，2≈2-5≈+2=0

⑶　≈2-(2a+1+2b+1)≈+(2a+1)(2b+1)=0

　≈2-(2·2+2)≈+4· 
1
2

+2·2+1=0

　よって，≈2-6≈+7=0

22　⑴　≈2+4≈+5=0  とおいて，
　≈=-2±√22-5 =-2±i  より，
　与式=(≈+2+i)(≈+2-i)

⑵　2≈2-5≈+6=0  とおいて，

　≈=
5±√(-5)2-4·2·6

4
=

5±√23 i
4

  より，

　与式=2(≈-
5+√23 i

4 )(≈-
5-√23 i

4 )
【p. 25】
23　類題　2解を  a，a+2  とおくと，解と係数の

関係より，a+(a+2)=-2m  ……①
a(a+2)=m2-2m+3  ……②
①より，a=-m-1

②に代入して，m についてまとめると，
2m-4=0　よって，m=2

24　解と係数の関係より，a+b=-
1
2
，ab=-2

⑴　与式=(a+b)2-2ab=(-
1
2 )

2

-2(-2)

　　　　=
17
4

⑵　与式=
a+b-2

ab-(a+b)+1
=

-
1
2

-2

-2-(-
1
2 )+1

　　　　=5

⑶　与式=
a3+b3

ab
=

(a+b)3-3ab(a+b)
ab

　　　　
=

(-
1
2 )

3

-3(-2)(-
1
2 )

-2
=

25
16

25　⑴　≈=-3  を方程式に代入して，
　(a2+1)·(-3)2+5·(-3)-3a=0

　整理して，3a2-a-2=0

　(3a+2)(a-1)=0　よって，a=-
2
3
，1

　a=-
2
3

  のとき，他の解は -
6
13

　a=1  のとき，他の解は 
1
2

⑵　2解を  3a，4a  とおく。
　3a+4a=a+1  ……①　3a·4a=2a  ……②
　①，②より，aを消去して，6a2-7a+1=0

　(6a-1)(a-1)=0　よって，a=
1
6
，1

　a=
1
6

  のとき  a=
1
6
，a=1  のとき  a=6

⑶　①　和は 2√ 3，積は1より，
　　≈2-2√3≈+1=0

　②　和は2，積は4より，
　　≈2-2≈+4=0

⑷　①　≈2-2≈+4=0  として，≈=1±√ 3 i  より，
　　与式=(≈-1+√3i)(≈-1-√3i)

　②　≈2+(5¥-1)≈+6¥2-¥-2=0  として，

　　≈=
-5¥+1±√(¥-3)2

2
=

-5¥+1±|¥-3|
2

　　より，
　　≈=-2¥-1，-3¥+2

　　よって，与式=(≈+2¥+1)(≈+3¥-2)

　　別解　≈2+(5¥-1)≈+(3¥-2)(2¥+1)

　　　　=(≈+2¥+1)(≈+3¥-2) (たすきがけ)

26　判別式  D=(2a+1)2-4(a+2)=4a2-7<0

　より，-
√ 7
2

<a<
√ 7
2

  ……①

虚数解を  p±qi  (q—0)  とすると，(p±qi)3  が実
数より，虚部=0  なので，
3p2q-q3=q(3p2-q2)=0，q2=3p2  ……②

【p . 24】 3 解と係数の関係
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３章　図形と方程式
【p. 32】　13　点と座標
1　⑴　5　　⑵　√13 　　⑶　2√ 5 　　⑷　√26 

2　⑴　(2+4
2
， 1+3

2 )=(3，2)

⑵　(1·2+2·4
2+1

， 1·1+2·3
2+1 )=(10

3
， 7

3 )
⑶　((-1)·2+2·4

2-1
， (-1)·1+2·3

2-1 )=(6，5)

⑷　((-2)·2+1·4
1-2

， (-2)·1+1·3
1-2 )=(0，-1)

3　AB2=(3-7)2+(-2-1)2=25，
BC2=(4-3)2+(5+2)2=50，
CA2=(7-4)2+(1-5)2=25，
AB=CA，BC2=AB2+CA2  だから，^A=90°

の直角二等辺三角形。

また，重心の座標は (14
3
， 4

3 )
【p. 33】
4　類題　3点の座標をA(a1，a2)，B(b1，b2)，
C(c1，c2)とおく。AB の中点を(1，-1)とすると，
a1+b1

2
=1， a2+b2

2
=-1  より，

a1+b1=2  ……①　a2+b2=-2  ……②
以下同様にして求めると，
b1+c1=8  ……③　b2+c2=-4  ……④
c1+a1=4  ……⑤　c2+a2=6  ……⑥
①+③+⑤より，2(a1+b1+c1)=14

a1+b1+c1=7　よって，③から  a1=-1，①から  

b1=3，⑤から  c1=5

②+④+⑥より，a2+b2+c2=0

同様にして求めると，a2=4，b2=-6，c2=2

以上から，(-1，4)，(3，-6)，(5，2)

5　⑴　≈軸，¥軸上の点をそれぞれ，P(a，0)，
Q(0，b)とおくと，

　AP2=BP2  より，(a-1)2+1=(a-5)2+32

　よって，a=4　したがって，(4，0)

　AQ2=BQ2  より，1+(b-1)2=52+(b-3)2

　よって，b=8　したがって，(0，8)

⑵　求める点は，(t，2t)とおける。
　(t-2)2+(2t+1)2=(t-4)2+(2t-4)2

　よって，t=
9
8

　したがって，( 9
8
， 9

4 )
6　⑴　点Cの座標を(c1，c2)とすると，

　c1=
(-3)*3+2*4

2-3
=1，

　c2=
(-3)*1+2*(-3)

2-3
=9

　線分 BC を  2：1  に内分する点Dを(d1，d2)と
すると，

　d1=
1*4+2*1

2+1
=2，d2=

1*(-3)+2*9
2+1

=5

　よって，D(2，5)

⑵　外心の座標をP(a，b)とする。
　PA=PB=PC  より，
　 (a-2)2+(b+2)2=(a-3)2+(b-5)2

　　(a-2)2+(b+2)2=(a+6)2+(b-2)2

　よって，a+7b=13，2a-b=-4

　これを解いて  a=-1，b=2  より，(-1，2)

⑶　C(a，b)とおくと，

　 -3+1+a
3

=2， 2-2+b
3

=1  より，

　a=8，b=3　よって，C(8，3)

⑷　C(a，b)とおくと，OA™BC  より，

　 2
1

=
b-1
a-3

　　　b=2a-5  ……①

　また，OA2=OC2  より，a2+b2=5

　①を代入してまとめると，(a-2)2=0

　よって，a=2　このとき，b=-1  より，
　C(2，-1)

7　M(0，0)とすると，B(-a，0)，C(a，0)，
　A(m，n)とおける。

AB2+AC2=(-a-m)2+n2+(a-m)2+n2

 =2(a2+m2+n2)

2(AM2+BM2)=2{(m2+n2)+a2}

 =2(a2+m2+n2)

よって，AB2+AC2=2(AM2+BM2)  が成り立つ。
【p. 34】　14　直線の方程式⑴
8　⑴　¥-2=3(≈-1)  より，¥=3≈-1

⑵　≈軸に平行なので，¥=4

⑶　¥-3=
-1-3

2-(-4)
(≈+4)  より，

　¥=-
2
3

 ≈+
1
3

⑷　¥-5=
-3-5
7-3

(≈-3)  より，¥=-2≈+11

⑸　ともに，≈座標が -2 だから，≈=-2

⑹　 ≈
2

+
¥
3

=1  より，¥=-
3
2

 ≈+3

9　⑴　平行な直線の傾きは1より，
　¥-3=≈-8　よって，¥=≈-5

⑵　¥-(-5)=-4{≈-(-3)}  より
　¥=-4≈-17

⑶　垂直な直線の傾きは 
1
2

 より，

　¥-(-1)=
1
2

(≈-2)

　よって，¥=
1
2

 ≈-2

⑷　¥-(-2)=-
1
3

(≈-6)  より，

　¥=-
1
3

 ≈

10　⑴　AB の中点の座標は(2，-1)，AB の傾き

【p . 32】

【p . 34】

1 点と座標

2 直線の方程式⑴

章第 3 図形と方程式
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は  
-4-2
3-1

=-3  より，求める直線の方程式は，

　¥-(-1)=
1
3

(≈-2)  より，¥=
1
3

 ≈-
5
3

⑵　AB の垂直二等分線は  ¥=
3
2

　AC の中点は( 3
2
，1)，AC の傾きは 

2
3

 だから，

AC の垂直二等分線は，¥-1=-
3
2(≈-

3
2 )

　より，¥=-
3
2

 ≈+
13
4

　これに  ¥=
3
2

  を代入して，≈=
7
6

　よって，外心の座標は ( 7
6
， 3

2 )
　Cから AB におろした垂線の方程式は  ¥=2

　Bから AC におろした垂線の方程式は，

　AC の傾きが 
2
3

 より，¥=-
3
2

 ≈+3

　これに  ¥=2  を代入して，≈=
2
3

　よって，垂心の座標は ( 2
3
，2)

【p. 35】
11　類題　点Bの座標を(p，q)とする。

線分 AB の中点 (p+2
2
， q+6

2 ) が直線

2≈-4¥+3=0  上にあるから，≈，¥  を代入して，

2· 
p+2

2
-4· 

q+6
2

+3=0

よって，p-2q=7  ……①

直線  2≈-4¥+3=0  の傾きは 
1
2

 で，この直線と線

分 AB とは垂直だから，
q-6
p-2

*
1
2

=-1

よって，2p+q=10  ……②

①，②を解いて，p=
27
5
，q=-

4
5

ゆえに，B(27
5
，-

4
5 )

12　⑴　線分 AB を  2：1  に内分する点を
　　C(c1，c2)とすると，

　c1=
1*(-2)+2*4

2+1
=2， c2=

1*0+2*4
2+1

=
8
3

　線分 AB の傾きは， 4-0
4-(-2)

=
2
3

　よって，(2， 8
3 )を通り，傾き -

3
2

 の直線が求

める直線となる。

　¥-
8
3

=-
3
2

(≈-2)  より，9≈+6¥=34

⑵　≈-¥=3-2a  ……①，2≈+¥=5-a  ……②，
　≈+2¥=8-2a  ……③とする。

　①，②より，≈=
8
3

-a，¥=-
1
3

+a

　これらを③に代入して解いて，a=2

13　⑴　2≈-1=-≈+5  より，≈=2

　このとき，¥=3　よって，(2，3)

⑵　2式より，¥を消去して，≈=-2

　このとき，¥=-1　よって，(-2，-1)

14　≈+a¥+1=0  ……①
(a-3)≈+(a+5)¥+2=0  ……②
⑴　①と②が平行であるためには，
　1·(a+5)-(a-3)a=0  かつ  1·2-(a-3)·1—0

　よって，a2-4a-5=0，(a+1)(a-5)=0

　また，a—5  より，a=-1

⑵　①と②が垂直であるためには，
　1·(a-3)+a(a+5)=0，a2+6a-3=0

　よって，a=-3±2√3
⑶　①と②が一致するためには，⑴において，
　1·2-(a-3)·1=0　よって，a=5

⑷　①と②が交わるためには，⑴において，
　1·(a+5)-a(a-3)—0

　よって，a—-1，a—5  であるすべての実数。
15　⑴　(1，-1)，(2，1)を通る直線の傾きは，

　 1-(-1)
2-1

=2  ……①

　(2，1)，(-3，a)を通る直線の傾きは，

　 1-a
2-(-3)

=
1-a

5
  ……②

　①と②が等しいのだから，

　2=
1-a

5
  を解いて，a=-9

⑵　 0-(-8)
-1-1

=
a2-(-8)

a-1
  を解いて，

　(a+2)2=0　よって，a=-2

【p. 36】　15　直線の方程式⑵
16　⑴　求める直線の方程式は，

　≈-2¥-4+k(2≈+¥-1)=0  ……①
　原点を通るから，①に  ≈=¥=0  を代入して，
　k=-4　①に代入して，7≈+6¥=0

⑵　≈+¥+1+k(≈+2¥+3)=0  ……①

　≈=2，¥=-1  を代入して，k=-
2
3

　これを①に代入して，≈-¥-3=0

17　⑴　 |-10|

√32+(-4)2
=2

⑵　 |3+4-1|

√12+12
=3√2

⑶　 |2·(-1)-2-3|

√22+(-1)2
=

7√5
5

⑷　 |1·5+0·(-3)+2|

√12+02
=7

18　⑴　S=
1
2

|2·4-(-3)·(-1)|=
5
2

【p . 36】 3 直線の方程式⑵
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直線 Q1Q2 の方程式は  k=-1  を代入して，
a≈+b¥=1

この式と  ≈2+¥2=1  とから¥を消去して，
b2≈2+(1-a≈)2=b2  ……①
点Qを( X，Y)とすると，X は，①の2つの解の
和の半分であるから，

X=
a

a2+b2 　また，Y=
b

a2+b2

よって，a=
X

X 2+Y 2
，b=

Y
X 2+Y 2

  ……②

点Pは円Cの外部の点だから，a2+b2>1，また，
条件より  a(a-b+1)<0

これらに②を代入して 

X 2+Y 2<1

X(X 2+Y 2+X-Y)<0

よって，右の図の斜線部分
で境界を含まない。

11　⑴　≈2+¥2≤1  の表す領域をP，|≈|+|¥|≤√ 2   

の表す領域をQとする。
　P，Q の表す領域は

右図のようになり，
図より，P«Q

　よって，
　≈2+¥2≤1  ならば
　|≈|+|¥|≤√ 2

⑵　|≈|+|¥|≥4  の表す領域をP，
　≈2+¥2-4¥≥k2-4  の表す領域をQとする。
　Qは，≈2+(¥-2)2≥k2  ……①
　と変形できるので，中心
　(0，2)，半径|k|の円の外

部及び周上の領域。Pは，
直線  ≈+¥=4，-≈+¥=4，

　 ≈-¥=4，-≈-¥=4  で囲
まれる四角形の外部及び周
上の領域。

　①が，直線  ≈+¥=4  及び直線  -≈+¥=4  に接

するとき，|k|=
|0+2-4|

√12+12
=√ 2

　よって，図より，P«Q  が成り立つとき，
　|k|≤√ 2

　したがって，求めるkの範囲は  -√2≤k≤√2

４章　三角関数
【p. 52】　22　一般角と三角関数
1　⑴ ⑵

 

O

150°

P

X
 

O

P

X
30°

　　150°+360°*n 　30°+360°*n

 (nは整数)　 (nは整数)

　　第2象限 　第1象限
　⑶ ⑷

　　

O

-120°

P

X

 

P

X
40°

O

　　-120°+360°*n 　40°+360°*n

 (nは整数)　 (nは整数)

　　第3象限 　第1象限

2　⑴　 7
6

 r　　⑵　 5
3

 r

　⑶　-
3
4

 r ⑷　 r

8

3　弧の長さl，面積Sとする。

　⑴　l=
r

3
，S=

r

3
　　⑵　l=

5√ 5
4

 r，S=
25
8

 r

4　sin i，cos i，tan i  の順

　⑴　√ 3
2
，-

1
2
，-√ 3

　⑵　 1

√ 2
，-

1

√ 2
，-1

　⑶　-
√ 3
2
， 1

2
，-√ 3 　　⑷　-1，0，なし

【p. 53】

5　類題　⑴　i=
r

6
， 11

6
 r

　⑵　i=
5
4

 r， 7
4

 r　　⑶　i=0， 2
3

 r

⑷　sin 3i=-1  を満たす  3i  は，nを整数として

　3i=
3
2

 r+2nr

　これより，範囲内の i は，

　i= r
2
， 7

6
 r， 11

6
 r

6　動径 OP が始線 OX となす角の1つを a とする
と，OP の表す一般角は  a+2nr　(nは整数)

⑴　 3
4

 r+2nr　(nは整数)

⑵　-
2
3

 r+2nr　(nは整数)

⑶　-
r

2
+2nr　(nは整数)

¥

≈O

-4

4

-4 4

2-

2-

2

2
¥

≈O

Q

P

1

1

【p . 52】 1 一般角と三角関数
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５章　指数関数と対数関数
【p. 70】　30　指数の拡張
1　⑴　±9　　⑵　±3　　⑶　-3　　⑷　2

　⑸　-4　　 ⑹　5

2　⑴　2　　⑵　4　　⑶　6　　⑷　2

　⑸　3　 ⑹　25

3　⑴　 1
2

　　⑵　-3　　⑶　-3

　⑷　-4　 ⑸　 2
3

　 ⑹　 1
8

4　⑴　1　　⑵　 1
3

　　⑶　4

【p. 71】
5　類題　⑴　a

7
12　　⑵　18

6　⑴　25　　⑵　3　　⑶　93√ 2

7　⑴　a
6
5 　　⑵　a- 1

6 　　⑶　a
5
12　　⑷　a

1
6

8　⑴　 8
3

　　⑵　303√ 6 　　 ⑶　 (a-1)2

a

　⑷　a
1
2 +b

1
2 =√a+√b　　⑸　a-

1
b

　⑹　a-
1
a

9　分子は  (a≈+a-≈)(a2≈-1+a-2≈)

　ゆえに，(与式)=a2≈-1+
1
a2≈ =

21
5

10　2≈3+6≈=2≈(≈2+3)  に≈の値を代入すると，

　(2
4
3 -2

2
3 )(2

2
3 +2- 2

3 +1)=3

【p. 72】　31　指数関数とそのグラフ
11　⑴，⑵は¥軸に関して対称，⑴，⑶は≈軸に

関して対称

　　

¥

O 21

1

4

2

-2-1

-1

-2

-4

⑵ ⑴

⑶

x
　　

¥

O 1-1

3

1

x

1
3

⑷

12　⑴　減少，≈軸　　⑵　≈=0，1，(0，1)

　⑶　(1，3)

13　⑴　≈軸に関して対称
⑵　¥軸に関して対称
⑶　原点に関して対称　　⑷　一致する
⑸　≈軸方向に1平行移動
⑹　¥軸方向に -1 平行移動

14　⑴　2-1，20，22　　⑵　0.53，0.52，0.50

　⑶　0.93，0.92，0.90，0.9-3

　⑷　3√ 2，5√ 4，√ 2

【p. 73】
15　類題　⑴　3≈=X  とすると，
　　3 X 2+2 X-1=0，(3 X-1)(X+1)=0

　　X>0  より，X=
1
3
，3≈=

1
3
，≈=-1

　⑵　2≈=X  とすると，X 2-2 X+16<8 X

　　(X-8)(X-2)<0，2<2≈<8

　　したがって，1<≈<3

16　⑴　3√0.5 ，4√0.5 　　⑵　( 1
5 )

2

，1，( 1
5 )

-1

　⑶　それぞれ6乗すると，2
1
2 *6=23=8

　　3
1
3 *6=32=9，7

1
6 *6=7　よって，小さい順に，

　　6√7，√2，3√3

17　⑴　≈=3　　⑵　≈=-
7
2

　　⑶　≈=3

　⑷　≈=-3　　 ⑸　≈<3　　 ⑹　≈>3

　⑺　≈≤-
2
3

　⑻　( 1
2 )

≈

=X  とおくと，

　　1≤X≤2　よって，-1≤≈≤0

18　⑴　
最大値  4　(≈=0  のとき)

最小値  
7
2

　(≈=1  のとき)

　⑵　
最大値  

3
2

　(≈=2  のとき)

最小値  
4
9

　(≈=-1  のとき)

19　2≈=X，3¥=Y  とすると，

　

X
2

+3Y=11

4 X-
Y
3

=15

　これを解いて，
X=4

Y=3

　よって，≈=2，¥=1

【p. 74】　32　対数とその性質
20　⑴　log8 64=2　　⑵　log2 0.25=-2

　⑶　log3 1=0　 ⑷　52=25

　⑸　3-4=
1
81

　 ⑹　(√ 2  )6=8

21　⑴　p+q+r　　⑵　2p-q-r

　⑶　 1
2

(2p+q+r)

　⑷　底をaに変換する。(与式)=
loga ¥
loga ≈

=
q
p

22　⑴　loga 
≈
¥

　　⑵　loga ≈
2¥　　⑶　loga ≈

23　⑴　log10 10=1　　 ⑵　log2 2=1

　⑶　log3 
4*108

24 =log3 3
3=3　　⑷　2

　⑸　底を2に変換する。

　　(与式)=log2 3*
log2 4
log2 3

=log2 4=2

　⑹　底を2に変換する。

【p . 70】

【p . 72】

【p . 74】

1 指数の拡張

2 指数関数とそのグラフ

3 対数とその性質

章第 5 指数関数と対数関数

SAM
PLE



─  42  ─

６章　微分法・積分法
【p. 84】　36　極限値，微分係数
1 ⑴ 6 ⑵ 1 ⑶ -5a3 ⑷ 13

⑸ 1

⑹ 分子を有理化する。

lim
≈→1

 
(√ ≈ -1)(√ ≈ +1)

(≈-1)(√ ≈ +1)
=lim

≈→1

1

√ ≈ +1
=

1
2

2　⑴　  f(2)-f(1)
2-1

=6

⑵  f(2)-f(1)
2-1

=-2

⑶  f(1+h)-f(1)
(1+h)-1

=
(1+h)3-1

h

=h2+3h+3

3　⑴　f '(1)=lim
h→0

 f(1+h)-f(1)
h

=lim
h→0

 
{-2(1+h)+1}-(-2+1)

h

=lim
h→0

 
-2h

h
=-2

⑵ f '(2)=lim
h→0

 f(2+h)-f(2)
h

=5

⑶ f '(a)=lim
h→0

 f(a+h)-f(a)
h

=4a-1

⑷ f '(t)=lim
h→0

 f(t+h)-f(t)
h

=3t2

【p. 85】
4　類題　lim

≈→1
(a≈+b)=a+b=0  より，b=-a

　(与式)=lim
≈→1

 
a≈-a

≈2+2≈-3
=lim

≈→1
 

a(≈-1)
(≈+3)(≈-1)

=
a
4

=
1
2

　ゆえに，a=2，b=-2

5　2つの極限値は異なるから，a—0

　f(≈)=(≈-a)(≈+a)(≈-p)  と表せる。

lim
≈→a

 
 f(≈)
≈-a

=lim
≈→a

(≈+a)(≈-p)=2a(a-p)  より，

　2a(a-p)=-2  ……①

lim
≈→-a

 f(≈)
≈+a

= lim
≈→-a

(≈-a)(≈-p)=2a(a+p)  より，

　2a(a+p)=6  ……②
①+②より，4a2=4，a=±1

a=1  のとき，①より，p=2

a=-1  のとき，①より，p=-2

よって，f(≈)=(≈-1)(≈+1)(≈-2)

=≈3-2≈2-≈+2

　または，f(≈)=(≈+1)(≈-1)(≈+2)

=≈3+2≈2-≈-2

6　⑴　3 f '(a)　　⑵ -f '(a)

7　⑴　  f(a+1)-f(a)
(a+1)-a

=2a-1

⑵ 2a-1=5，a=3

8　与式=lim
≈→a

a f(≈)-a f(a)+a f(a)-≈ f(a)
≈-a

 =a lim
≈→a

 
 f(≈)-f(a)

≈-a
-f(a)lim

≈→a
 
≈-a
≈-a

 =a f'(a)-f(a)

【p. 86】　37　導 関 数

9　⑴　f '(≈)=lim
h→0

 f(≈+h)-f(≈)
h

=lim
h→0

 
(≈+h)2-≈2

h
=lim

h→0
(2≈+h)=2≈

⑵ f '(≈)=lim
h→0

 f(≈+h)-f(≈)
h

=2≈+2

⑶ f '(≈)=lim
h→0

 f(≈+h)-f(≈)
h

=4≈+3

⑷ f '(≈)=lim
h→0

 f(≈+h)-f(≈)
h

=3≈2

⑸ f '(≈)=2a≈+b

⑹ f '(≈)=lim
h→0

 f(≈+h)-f(≈)
h

=lim
h→0

 
1
h( 1

≈+h
-

1
≈ )=lim

h→0

1
h

 · 
-h

≈(≈+h)

=lim
h→0

 
-1

≈(≈+h)
=-

1
≈2

10　⑴　¥'=2≈-4

⑵ ¥'=3≈2+2

⑶ ¥'=-1+≈

⑷ ¥'=2≈-1

⑸ ¥=≈2+3≈+2  より  ¥'=2≈+3

または，積の導関数の公式により
¥'=(≈+1)'·(≈+2)+(≈+1)·(≈+2)'

 =1·(≈+2)+(≈+1)·1=2≈+3

⑹ ¥'=2≈-1

11　⑴　 d¥
d≈

=12-10≈ ⑵ dV
dr

=4∏r 2

⑶ dh
dt

=v0-©t

12　⑴　f(≈)=a≈2+b≈+c  とおく。
≈2 f(≈)=a≈4+b≈3+c≈2

　　微分して，(≈2 f(≈))'=4a≈3+3b≈2+2c≈

　　よって，4a≈3+3b≈2+2c≈=-2≈3+3≈2+≈

　　両辺の係数を比較して，
　　4a=-2，3b=3，2c=1

　　よって，a=-
1
2
，b=1，c=

1
2

f(≈)=-
1
2

 ≈2+≈+
1
2

⑵ f '(≈)=-≈+1

f '(-1)=2

【p. 87】
13　類題　f(≈)=a≈2+b≈+c  とおくと，
　f(2)=4a+2b+c=2  ……①
　f '(≈)=2a≈+b  より

f '(0)=b=-3

【p . 84】

【p . 86】

1 極限値，微分係数

2 導関数

章第 6 微分法・積分法
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f '(-1)=-2a-3=-4　a=
1
2

　①に  a=
1
2
，b=-3  を代入して，c=6

　これより，f(≈)=
1
2

 ≈2-3≈+6

14　⑴　¥'=3≈2-4≈+1　　⑵　¥'=9≈2-4≈+3

⑶ ¥'=6(2≈+3)2

⑷ ¥'=5≈4-3≈2+2≈-2

⑸ ¥'=3≈2-18≈+23

⑹ ¥'=16≈3-18≈+6

15　⑴　f(≈)をn次式とする。n≥4  とすると，
左辺は  2n-1  次，右辺はn次
よって，2n-1=n  とすると，n=1  より，矛盾。
よって，n≤3  であるから，両辺の次数を比較
して，2n-1=3，n=2　よって，f(≈)は2次式。

⑵ f(≈)=a≈2+b≈+c  とおくと，
f '(≈)=2a≈+b

(a≈2+b≈+c)(2a≈+b)

=2a≈+b+a≈2+b≈+c+2≈3+2≈2-1

2a2≈3+3ab≈2+(b2+2ac)≈+bc

=2≈3+(a+2)≈2+(2a+b)≈+b+c-1

係数を比較して，a=1，b=1，c=1

よって，f(≈)=≈2+≈+1

16　⑴　a=1，b=5，c=7

⑵ a=1，b=5，c=8，d=3

17　2次式  (≈-1)2  で割った余りは1次式か定数
であるから，それを  a≈+b  とし，商を ©(≈)とおく
と，

　≈n-1=©(≈)·(≈-1)2+a≈+b  ……①
　両辺を≈で微分して
　n≈n-1=©'(≈)·(≈-1)2+©(≈)·2(≈-1)+a  ……②

①，②で，≈=1  を代入すると
a+b=0，a=n

よって，a=n，b=-n

ゆえに，求める余りは  n(≈-1)

【p. 88】　38　接線の方程式
18　⑴　接線の傾きは　f '(2)=2

　　接線の方程式は　¥-0=2(≈-2)

　　よって，¥=2≈-4

⑵ 傾き：f '(0)=2　接線　 ¥=2≈+1

⑶ 傾き：f '(-1)=-1　接線　¥=-≈

⑷ 傾き：f '(3)=-23　接点は(3，-15)

接線は，¥=-23≈+54

19　⑴　tan i=f '(2)=1　よって，i=45°

⑵ tan i=f '(2)=-1　よって，i=-45°

20　接線の傾きは  f '(≈0)，法線の傾きは-
1

 f '(≈0)

⑴ f '(≈)=2≈-4  より，f '(0)=-4

　　よって，法線の傾きは 
1
4
，法線の方程式は

¥-2=
1
4

(≈-0)，¥=
1
4

 ≈+2

⑵ f '(-1)=-6

　　法線の傾き 
1
6
，法線の方程式　¥=

1
6

 ≈+
43
6

⑶ ≈=5  のとき，¥=7　f '(5)=6

　　よって，法線の傾き  -
1
6
，

　　法線の方程式　¥=-
1
6

 ≈+
47
6

21　⑴　¥'=6≈-6，6≈-6=6  より，≈=2

　　よって，接点は(2，-1)，接線は　¥=6≈-13

⑵ ¥'=3≈2-4≈=3≈(≈-
4
3 )=0

　　よって，≈=0， 4
3

 に対応する接線で接点は

(0，5)，( 4
3
， 103

27 )で2本

⑶ ⑵より　¥=5，¥=
103
27

【p. 89】
22　類題　接点を(≈0，≈0

2)とする。
¥'=2≈  であるから，接線の方程式は，
¥-≈0

2=2≈0(≈-≈0)  ……①
この接線は(1，-3)を通るから，
-3-≈0

2=2≈0(1-≈0)

これを解いて，≈0=3，-1

これらを①に代入して，求める接線の方程式は
¥=-2≈-1，¥=6≈-9

23　接点を(≈0，≈0
3)とする。

¥'=3≈2  であるから，接線の方程式は，
¥-≈0

3=3≈0
2(≈-≈0)  ……①

この接線は(0，-2)を通るから，
-2-≈0

3=3≈0
2(-≈0)

これを解いて，実数の  ≈0  は，≈0=1

これを①に代入して，求める接線の方程式は，
¥=3≈-2

24　(1，2)を通るから　1+a+b=2  ……①
f '(≈)=3≈2+2a≈+b

　よって，f '(1)=3+2a+b=-1  ……②
①，②から，a=-5，b=6

25　⑴　¥=≈2+2  上の点(p，p2+2)における接線
は　¥=2p≈-p2+2  ……①
¥=-≈2  上の点(q，-q2)における接線は
¥=-2q≈+q2  ……②
①，②が一致するから，
2p=-2q，-p2+2=q2

よって，p=±1，q=¢1　(複号同順)

共通接線は　¥=±2≈+1

⑵ 2つの放物線の交点の≈座標は

≈2=(≈-p)2  より  ≈=
1
2

 p

¥'=2≈，¥'=2(≈-p)  より，2つの放物線の

【p . 88】 3 接線の方程式
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≈=
1
2

 p  における接線の傾きはそれぞれ

2*
1
2

 p=p，2( 1
2

 p-p)=-p

よって，p(-p)=-1　ゆえに，p=±1

26　¥=2≈3  から  ¥'=6≈2，¥=3≈2+a  から
　¥'=6≈　よって，6≈2=6≈  より，≈=0，≈=1

　点Aの座標は(0，0)，(1，2)

　これらの点の座標を  ¥=3≈2+a  に代入すれば
　a=0，a=-1

　以上から　a=0，A(0，0) ; a=-1，A(1，2)

27　2つの接点を A(a，a2+2a+1)

　B(b，b2+2b+1)とする。接線は直交するから，
(2a+2)(2b+2)=-1

　4(a+1)(b+1)=-1  より，

ab+a+b+1=-
1
4

  ……①

　2つの接線は，
¥-(a2+2a+1)=(2a+2)(≈-a)

¥-(b2+2b+1)=(2b+2)(≈-b)

　より　¥=(2a+2)≈-a2+1  ……②  と，
¥=(2b+2)≈-b2+1

　この交点の≈座標は，
(2a+2)≈-a2+1=(2b+2)≈-b2+1

　より，≈=
a+b

2
……③

③を②に代入すると，¥=a+b+ab+1  ……④

①より，④の値は-
1
4

　求める交点の軌跡の方程式は　¥=-
1
4

【p. 90】　39　関数の増減と極大・極小
28　¥'=3≈2-6≈-9=3(≈+1)(≈-3)

⑴ ¥'=0  より　≈=-1，3

⑵ ¥'>0  より　≈<-1，3<≈

⑶ ¥'<0  より　-1<≈<3

29　⑴　つねに減少　　⑵　つねに増加
30　⑴　¥=≈3-3≈+4，¥'=3≈2-3

　　¥'=0  より　≈=±1 ≈ … -1 … 1 …
¥' + 0 - 0 +

¥ ↗ 極大 ↘ 極小 ↗
　　増減表は右のように
　　なる。

⑵ ⑴より
≈<-1，1<≈  のとき，増加する
-1<≈<1  のとき，減少する

⑶ ≈=-1  のとき，極大値  6

≈=1  のとき，極小値  2

31　f(-1)=4  より　-1+a-b+c=4  ……①
≈=-1，≈=3  のとき極値をとるから
f '(-1)=0，f '(3)=0

f '(≈)=3≈2+2a≈+b  で
f '(-1)=3-2a+b=0  ……②
f '(3)=27+6a+b=0  ……③

①，②，③より　a=-3，b=-9，c=-1

よって，f(≈)=≈3-3≈2-9≈-1

≈=3  のとき極小値をとり，極小値  f(3)=-28

32　⑴　¥=4≈+2≈2 ¥

O-2

-2

-1
x

¥'=4+4≈

≈ … -1 …
¥' - 0 +

¥ ↘ -2 ↗

⑵ ¥=-2≈3-9≈2-12≈+5

¥'=-6≈2-18≈-12=-6(≈+1)(≈+2)

¥'=0  より　≈=-2，-1

≈ … -2 … -1 …
¥' - 0 + 0 -

¥ ↘ 極小 ↗ 極大 ↘

¥

O

5
9
10

-1-2 x　　極大値  10　(≈=-1)

　　極小値  9　(≈=-2)

⑶ f(≈)=-≈3-6≈2+1

f '(≈)=-3≈2-12≈=-3≈(≈+4)

f '(≈)=0  より　≈=0，-4

≈ … -4 … 0 …
f '(≈) - 0 + 0 -

f(≈) ↘ 極小 ↗ 極大 ↘

f(x)

O

-31

-4 1
x

　　極大値  1　(≈=0)

　　極小値  -31　(≈=-4)

⑷ f(≈)=2≈3+≈4

f '(≈)=6≈2+4≈3=2≈2(3+2≈)

f '(≈)=0  より　≈=0，-
3
2

≈ … -
3
2

… 0 …

f '(≈) - 0 + 0 +

f(≈) ↘ 極小 ↗ 0 ↗

f(x)

O-2 x
27
16

-

-
3
2

　　極小値  -
27
16

　(≈=-
3
2 )

【p. 91】
33　類題　f(≈)=≈3+3≈2-k≈+2

f '(≈)=3≈2+6≈-k

⑴ f(≈)が極値をもつのは  f '(≈)=0  が異なる2

実数解をもつときであるから，
D
4

=9+3k>0　よって，k>-3

⑵ f(≈)が極値をもたないのは  f '(≈)=0  が重解
か2つの虚数解をもつときであるから，
D
4

≤0  より　k≤-3

【p . 90】 4 関数の増減と極大・極小
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